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注意報
レベル

開　始
基準値

終　息
基準値

基準値

インフルエンザ 30.0 10 .0 10 .0 63 45 6.43 ↓ － 51 58 11 .60 ↗ －

COVID-19 － － － 73 70 10 .00 ↓ － 21 17 3.40 ↓ －

RS － － － － 1 0.25 ↗ － － － － → －

咽頭結膜熱 3.0 1 .0 － 41 36 9.00 ↓ ◎ 7 14 4.67 ↗ ◎

A群溶血性
ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

8.0 4 .0 － 18 8 2.00 ↓ － 25 17 5.67 ↓ ◎

感染性胃腸炎 20.0 12 .0 － 18 15 3.75 ↓ － 16 15 5.00 ↓ －

水痘 2.0 1 .0 1 .0 － － － → － － 1 0.33 ↗ －

手足口病 5.0 2 .0 － 1 － － ↓ － － － － → －

伝染性紅斑 2.0 1 .0 － － － － → － － － － → －

突発性発疹 － － － 2 4 1.00 ↗ － － － － → －

ヘルパンギーナ 6.0 2 .0 － － － － → － － － － → －

流行性耳下腺炎 6.0 2 .0 3 .0 － － － → － － － － → －

急性出血性結膜炎 1.0 0 .1 － － － － → － →

流行性角結膜炎 8.0 4 .0 － 8 6 6.00 ↓ ◎ →

細菌性髄膜炎 － － － － － － → － － － － → －

無菌性髄膜炎 － － － － － － → － － － － → －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － → － － － － → －

クラミジア肺炎 － － － － － － → － － － － → －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － → － － － － → －

－ － － － － → － － － → －

－ － － 2 4 ↗ － 2 3 ↗ －

－ － － 226 189 ↓ 122 125 ↗

前週
報告数
（人）定点報告数

定点
報告数

出水保健所管内

今週
報告数
（人）

内科・小児科
定点

指定医療機関からの
インフルエンザ入院報告

指定医療機関からの
COVID-19入院報告

定点種別 対象疾患

警報レベル 川薩保健所管内

前週
報告数
（人）

警　報
注意報

今週
報告数
（人）

前 週
からの
増 減

基幹定点

報　告　数　合　計

＜注意報・警報レベル＞
・川薩保健所管内 　　咽頭結膜熱（警報レベル）,流行性角結膜炎（警報レベル）
・出水保健所管内　 　咽頭結膜熱（警報レベル），A群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎（警報レベル）,インフルエンザ（注意報レベル）
　
　＜全数報告＞
・川薩保健所管内　 　梅毒２件
・出水保健所管内　 　なし
　
＜インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等＞
・川薩保健所管内　 　なし
・出水保健所管内　　 なし

小児科定点

眼科定点

警　報
注意報

定点
報告数

前 週
からの
増 減



★第９週に関しても川薩では咽頭結膜熱と流行性角結膜炎，出水では咽頭
結膜熱と A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎の警報が引き続き発令中です。イン
フルエンザ様疾患による学級閉鎖等はありませんでした。また，気温が下

がり，室内で過ごした時間が増えたかと思いますが，感染症にかからない
ように手洗いや換気を定期的に行い，休日を楽しく過ごしましょう。バラ
ンスの良い食事を摂ることや湯船につかること，十分な睡眠時間を確保す
ることなどで免疫力を高めることもできます。他にも免疫力を高める方法
はたくさんありますのでまずは調べて，自分にできることを１つ見つけて
継続してみましょう。

52W １W 2W 3W 4W 5W 6W 7W 8W 9W

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 23 .86 11 .14 15 .71 16 .57 8.71 11.00 9.86 8.57 9.00 6.43

  COVID-19 － － 4.29 5.00 9.86 19.57 22.86 34.71 18.00 14.86 10.43 10.00

　ＲＳウイルス感染症 － － － － － － － 0.50 － 0.25 － 0.25

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 － 4 .00 2 .00 3 .25 5 .50 7 .50 11 .50 13 .25 10 .25 10 .25 9 .00

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 － 3.00 0.50 4.25 7.00 4.75 3.25 3.00 3.25 4.50 2.00

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 － 26 .25 5 .50 9.50 12.75 7.75 10.00 9.00 8.75 4.50 3.75

　水痘 2.00/1.00 1.00 － － － － － － － － － －

　手足口病 5.00/2.00 － 0.75 0.25 － 1.50 1.25 1.75 0.50 － 0.25 －

　伝染性紅斑 2.00/1.00 － － － － － － － － － － －

　突発性発疹 － － － － － 0.25 0.25 0.50 － 0.50 0.50 1.00

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 － － － － － － － － － － －

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 － － － 0.25 － － － － － －

  急性出血性結膜炎 1.00/0.1 － － － － － － － － － － －

  流行性角結膜炎 8.00/4.00 － 4.00 4.00 3.00 7.00 7.00 6.00 6.00 5.00 8 .00 6 .00

細菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

無菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － － － － － － －

クラミジア肺炎 － － － － － － － － － － － －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － － － － － － －

52W １W 2W 3W 4W 5W 6W 7W 8W 9W

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 33 .60 11 .20 15 .20 13 .20 7.20 15.00 17.20 12.80 10.20 11.60

　COVID-19 － － 2.60 4.40 7.60 29.20 18.60 25.40 12.20 10.20 4.20 3.40

　ＲＳウイルス感染症 － － － － － － － 1.33 － 0.33 － －

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 － 12 .67 6 .00 7 .00 4 .33 10 .00 10 .00 6 .33 7 .00 2 .33 4 .67

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 － 5.33 4.67 8 .67 4 .67 7 .33 10 .67 4 .67 6 .67 8 .33 5 .67

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 － 5.00 4.00 11.00 16.67 7.00 8.67 4.00 4.00 5.33 5.00

　水痘 2.00/1.00 1.00 0.67 － － － － － － － － 0.33

　手足口病 5.00/2.00 － 1.00 0.33 0.33 1.00 0.33 － 0.67 － － －

　伝染性紅斑 2.00/1.00 － － － － － － － － － － －

　突発性発疹 － － － － 0.33 － 0.33 － － － － －

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 － － 0.33 － － － － 0.33 － － －

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 － － － － － － － － － －

細菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

無菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － － － － － － －

クラミジア肺炎 － － － － － － － － － － － －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － － － － － － －

注意報
基準値

基幹定点

警報/終息

基準値

出水保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）

川薩保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）

基幹定点

小児科定点

小児科定点

眼科定点

定点種別

内科・小児科
定点

内科・小児科
定点

定点種別 疾病

注意報
基準値

疾病
警報/終息

基準値

警報発令中 注意報発令中







インフルエンザもまだまだ対策が必要！

インフルエンザにかかったら…

・具合が悪い場合は早めの受診を。
・安静にして，休養を。

特に，睡眠を十分にとることが大切。
・十分な水分補給。

お茶でもスープでも飲みたいものでOK。
・咳やくしゃみ等の症状のある場合は，
感染拡大防止で不織布製マスクを着用

・人混みや繁華街への外出を控える。
無理をして学校や職場等に行かない。

インフルエンザ予防！

・飛沫感染対策としての「咳エチケット」
＊「咳エチケット」

① 普段から皆が咳やくしゃみを他の人に向けて発しないこと
② 咳やくしゃみが出るときはできるだけマスクをすること
③ 手のひらで咳やくしゃみを受け止めた時はすぐに手を洗うこと

・外出後の手洗い等
アルコール製剤による手指衛生も効果◎

・適度な湿度の保持
室内は加湿器などを使って適切な湿度（50～60％） を保つと◎

・十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
・人混みや繁華街への外出を控える
・室内ではこまめに換気をする

対角線上にあるドアや窓を２か所開放すると◎

インフルエンザとは

インフルエンザとは，インフルエンザウイルスを病原体とする気道感染症で，
「一般のかぜ症候群」とは分けて考えるべき「重くなりやすい疾患」です。普
通の風邪と同様に咽頭痛，鼻水，咳等の症状が見られますが，併せて高熱
と全身症状（関節痛・筋肉痛・倦怠感等）が急速に現れるのが特徴です。年
齢を問わず呼吸器，循環器，腎臓に慢性疾患を持つ患者やご高齢の方、糖
尿病などの代謝疾患，免疫機能が低下している方では，原疾患の増悪と呼
吸器に二次的な細菌感染症を起こしやすくなることが知られています。

日本においては12月～3月に流行する傾向があり，潜伏期は1～3日（A型，
B型の場合）です。

・飛沫感染
・接触感染

※鳥インフルエンザとは異なります。

どんな症状が出るの…?
・発熱（38℃以上）
・頭痛 ・鼻汁
・関節痛 ・咳
・筋肉痛 ・咽頭痛
・全身倦怠感

インフルエンザの語源
は，定期的に流行する
ことから，イタリアの占
星家が星や寒気の影
響（＝Infｌuence）による
ものと考えたからだと

いわれています。



家畜・家きんの感染症について
（豚熱・鳥インフルエンザ）

唾液・涙・糞尿中にウイルスを排出
しています。感染豚との接触や汚染
物品との接触等により，容易に広が
ります。

どうやって広がるの？

接
触

接
触

気をつけることは？

野生いのししの感染も確認されています。
いのししを寄せ付けないよう，キャンプや登
山，森林で作業される際は食べ物を野外に
放置しないようにしましょう。また，土にウイ
ルスが潜んでいる場合もありますので，靴
裏の土はしっかりと落としましょう。

症状は…？

・高熱
・呼吸窮迫
・頻呼吸
・呼吸時の異常音

通常のインフルエ
ンザと同じような
症状が現れます

感染しないようにするには…？

・鳥との接触を避け，むやみに触らない
・生きた鳥が売られている市場や養鶏所に

むやみに近寄らない
・手洗いの励行（特に発生国）

鶏肉や鶏卵を食べて感染したという
報告はないよ！

鳥インフルエンザA （H５N１，H７N９ ）

鳥インフルエンザA （ H５N１，H７N９）の原因となるウイルスはA型インフル
エンザウイルス（ H５N１ 亜型， H７N９ 亜型）です。これらのウイルスを保有

している水きん類（アヒルやカモなどの水鳥）の多くは症状が出ませんが，家
きん類（ニワトリや七面鳥など）に感染すると，強毒性を示して死を招きます。

国内において，人の鳥インフルエンザ感染は報告されていませんが，アジ
アを中心に人への感染が確認されています。感染した人は鳥インフルエンザ
ウイルスによって病死した鳥の毛をむしったり，調理したりという接触機会が
あった方に限られています。また，人から人への持続的な感染は確認されて
いません。

日本における
人の感染例なし
※海外においては感染例あり

豚熱（CSF）とは

豚熱（ＣＳＦ，旧称：豚コレラ）とは，豚熱ウイルスによる豚やいのししの熱性

伝染病です。人への感染は確認されていません。豚肉の摂取により人に
感染することも世界的に報告されていません。

また，豚熱に感染した豚の肉が市場に出回ることもありませんので，安心し
ておいしくお肉を食べましょう。

人への感染は
ありません！



3月1日～3月7日は
子ども予防接種週間です！

子ども予防接種週間とは…?

子ども予防接種週間とは，保護者をはじめとした県民の予防接種に対する
関心を高め，予防接種率の向上を図ることを目的として設定された期間です。
これを機に，かかりつけ医や最寄りの医療機関に予防接種の相談をし，4月

からの入園や入学に備えて，必要な予防接種を済ませ，病気を未然に防ぎま
しょう。

予防接種希望の方はかかりつけ医や最寄りの
医療機関に事前に電話でご相談ください。
※予約が必要であったり，曜日や時間が決められていたりします。
※必ず母子健康手帳，（配布されている場合は予診票も）御持参ください。

各種予防接種に関するご相談（予診票は？必要

な予防接種は？大人の予防接種は？など）は
お住まいの市町（役場）にご相談ください。
※お住まいの地域で内容が異なる場合があります。

新型コロナワクチンについて

生後6ヶ月以上のすべての方に対して行われておりました，
全額公費による接種は令和6年3月31日で終了いたします。
※65歳以上の方及び60～64歳で対象となる方に対しては秋冬に自治体による定期接種が行われます。
※令和6年4月以降のワクチン接種希望につきましては，自費での接種になります。

ご希望の方は
余裕を持って
お早めに！

16歳未満の方は原則，保護者（親権者または後見人）の同伴および
予診票への保護者の署名が必要になります。
また，新型コロナワクチンの接種は任意であり，強制する事はできません。

インフルエンザワクチンについては
新型コロナワクチンと同時に接種することが可能

※他のワクチンについては接種日の間隔をあける必要があります。
詳しくはお住まいの市町もしくは厚生労働省のホームページをご覧ください。







流行性角結膜炎とは…？

流行性角結膜炎とは，アデノウイルスを病原体とする眼感染症です。潜伏
期は8～14日であり，主に手を介して感染します。感染力が強く，患者を扱う

医療機関だけでなく，職場や家庭などでも広がりやすいため，正しい感染対
策を知ることが大切です。急に発症し，初発眼の症状がとても強いのも特徴
ですので，家族の見た目の違和感に気づける様に，日頃から家族内で健康
チェックをする習慣をつけましょう。

・接触感染

※感染力が高いため，
出席停止や出勤停止となり得る感染症です。

どんな症状がでるの…？

・まぶたが腫れる
・涙や目やにがでる
・白目がぶよぶよになる
・眼が赤くなる（充血）
・眼に異物感がある
・眼痛
・耳前リンパ節が腫れる
・耳の前あたりが痛い

感染しないようにするには…？

①ペーパータオルや個人のタオルを使う

②共有箇所のこまめな消毒（次亜塩素酸Na）
と手洗い（石けんと流水）を行う

アルコール消毒は
効かないよ！

幅広い年齢層に見られる感染症で
す。お子さんだけでなく，自身の健
康チェックもしっかりと行いましょう。
また，職場や学校等で感染
を広げないよう，上記
症状が急に現れた場合
は流行性角結膜炎を疑い，
早めに眼科を受診しましょう。

流行性角結膜炎（はやり目）の
警報が発令されました！！！



国内で麻しんの感染が確認されました！

麻しん（はしか）とは…？

麻しんとは，麻しんウイルスによって引き起こされる，急性の全身感染症で
す。ヒトからヒトへと感染が伝搬します。感染力が非常に強く，同じ空間で過ご
しただけでも感染する可能性があリます。免疫を持っていない方が感染する
と100％発症し，一度発症すると，一生免疫が持続すると言われています。麻

しんはマスクをしていても防ぎきれない感染症ですが，ワクチン接種が有効
ですので，未接種の方は特に接種の検討をしましょう。

・空気感染
・飛沫感染
・接触感染

・妊娠中の麻しん感染は流産や早産を起こす可能性があります。
・妊娠中はワクチン接種できません。
・妊娠中の方で今まで感染したことがない方や未接種の方は外出

や人混みを避けましょう。

・麻しんは非常に感染力の強い感染症です。
・公共交通機関や人が多く集まる場所，人と接することは

避けてください。
・感染したかもと思ったら，すぐにかかりつけ医やお近くの

医療機関に電話で相談し，指示通りに動いてください。
・決して電話せずに自分の判断で来院しないでください。
※病院には治療の影響で免疫力が低かったり，持病があったり

する方がたくさんいらっしゃいます。

症状は…？

・39度以上の発熱
・発疹
・倦怠感（小児：不機嫌になる）
・上気道炎症状（咳，鼻汁，咽頭痛）
・結膜炎症状（充血，目やに，まぶしい）
・中耳炎症状（耳鳴り，耳痛，耳閉感，めまい）
・消化器官症状（乳幼児：下痢，腹痛）

空気感染とは…？

病原体を含む直径５μm以下の小さな粒子

（飛沫核）を吸い込むことで体内に侵入し，感
染が成立する感染方法（感染経路）です。空
気中をしばらく漂うため，くしゃみや咳を浴びな
くても同じ空間にいるだけで感染する可能性
があります。






